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本サプライチェーン基準マニュアル（以下「本マニュアル」といいます）
は、AmazonやAmazonの子会社に商品やサービスを提供するすべ
てのサプライヤー様の慣行がAmazonのサプライチェーン基準にお
ける期待事項を満たし、さらにそれを超えることができるようにする
ため、それらのサプライヤー様にガイダンスを提供するものです。サ
プライヤー様には、プロバイダー、ベンダー、販売事業者、業務委託
先、下請業者が含まれます（以下「サプライヤー様」と総称します）。
本マニュアルは、サプライヤー様の知識を高めるための補
足資料として作成したものです。本マニュアルは、Am a -
z o nのサプライチェーン基準に定めるいずれの要件も変
更するものではなく、それらに優先するものでもありませ
ん。サプライヤー様は、サプライチェーン基準ならびに適用
される法令および規則を遵守することが求められています。

2023年11月に更新されました
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はじめに
Amazonのサプライチェーン基準とは
Amazonのサプライチェーン基準（以下「本基準」とい
います）は、Amazonが事業活動およびビジネス上の
関係全体において、どのように人権の尊重を採り入
れるかを考える際の基礎となります。

Amazonのコミットメントおよびアプローチは、国際連
合（国連）および国際労働機関（ILO）によって策定され
ている主要な国際基準およびフレームワークの情報を
参考にしたものです。Amazonは、国連のビジネスと人
権に関する指導原則、国連の「世界人権宣言」、ILOの
中核的条約、ならびに「労働における基本的原則お
よび権利に関するILO宣言」を尊重し、支持しています。
本基準は、国際的に広く知られている上記の原則、基
準、およびフレームワークから派生したものです。本基
準を解釈する際、Amazonは、国連およびILOのガイダ
ンス資料および定義に従います。

本基準は、インクルージョン、継続的改善、およびサプライチェーンの説明責任の原則に基づいています。Amazonは、
これらと同様の原則を支持するサプライヤー様、およびAmazonと取引する条件としてこれらの基準を遵守するサプ
ライヤー様と関係を結びます。Amazonは、要求事項が、現在のベストプラクティスおよび規制上の基準と整合して
いるようにするため、外部のステークホルダーと協力して、少なくとも3年に1度、本基準を更新します。本基準を遵
守するという誓約は、Amazonとのすべての購入契約またはサービス契約に含まれています。

本基準の全文はオンラインで確認できます。本基準は、20を超える言語で用意されています。

Amazonのサプライチェーン基準を遵守する必要がある主体と例外
Amazonのストアで販売されている製品を生産している第三者、またはAmazonに製品もしくはサービスを提供し
ている第三者は、本基準を遵守する必要があります。

サプライヤー様は、すべての適用法令および規則に従うとともに、Amazonが適用法令および規則に従うことができ
るよう支援する必要があります。これには、法令および規則の遵守に関連するAmazonからの要求に応じることが含
まれます。適用法令が本基準と競合する場合、サプライヤー様は、国際的に認知されている人権の原則および本基
準に含まれる期待事項を尊重する方法を模索しながら、法令に従う必要があります。

http://amzn.to/supply-chain-standards
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監査要件および法令/規制上
の期待事項
Amazonは、社会的および環境的なパフォーマンスを理
解するために、オンボーディング中、およびその後定期
的に、サプライヤー様を監査することができるものとし
ます。評価は、労働、衛生と安全、環境、および倫理とい
う4つのカテゴリを対象とします。監査は、サプライヤー
様がAmazonの本基準に関連する問題を特定し、それ
らに対処するのに役立つ手段です。また、サプライヤー
様は、追加の法令および規制上の要件も満たすことが
求められる場合があります。たとえば、法令によって義
務付けられる場合、サプライヤー様は、最も顕著なリス
クを特定し、そのようなリスクに優先順位を付けて対
処するために、人権および環境に関するデューディリジ
ェンスを実施する必要があります。

監査要件
要求された場合、サプライヤー様は、製品、労働、また
は他のサービスをAmazonに提供する前に、自らの生
産施設に対するAmazonが承認した監査の結果を提
出する必要があります。サプライヤー様は、1）承認され
た業界団体による監査結果を提出するか、2）Amazon
が管理する監査を実施することができます。

Amazonは、さまざまな業界団体と連携しています。こ
れらの組織は、サプライヤー様が監査の重複を最小
限に抑え、リソースを配置転換するのを支援することで、
問題に対応し、継続的に改善できるようにします。

監査中には以下のことが行われます。

•	 生産施設のすべてのエリアおよび雇用主が提供す
る生活空間の現場視察

•	 生産施設の管理者の立ち会いなしで、プライバシ
ーを確保した状態で実施される、労働者との面談ま
たはアンケート調査

•	 労働者の年齢、契約、報酬、労働時間、および職場
条件を評価するための、生産施設の文書または許
可の確認および分析

•	 過去に発見されたコンプライアンスに関する問題
および改善が必要な課題の特定

•	 是正行動計画の策定
•	 是正措置の確認

サプライヤー様には、包み隠さず、生産施設への立ち入
り、記録の閲覧、労働者（非正規労働者を含む）との面
談を、監査人が速やかに行えるようにすることが求め
られます。監査で課題が明らかになった場合、Amazon
は、告知したうえで、または告知なしでオンサイトの検
証を実施するか、是正の取り組みを追跡するために追
加の文書の提出を求めることがあります。

 特定の指摘事項に対応するためのフォローアップ評
価を含め、見つかった課題によっては、サプライヤー様
に対して、年に複数回の評価が行われる場合があります。
評価が完了したら、サプライヤー様は、見つかった各課
題に対する詳しい是正行動計画を速やかに提出する必
要があります。

Amazonは、継続的改善を方針として業務を遂行して
います。Amazonは、サプライヤー様がAmazonの基準
を満たすことができなかった場合はいつでも関係を終
了する権利を留保します。多くの場合において、関係を
終了する事例は、サプライヤー様が評価への協力を拒
んだ場合、行動もしくは慣行を変えることを拒んだ場
合、または是正に関して有意義な改善を図らなかった
場合に発生します。

監査の準備に関するヒント：

•	 理解する：Amazonは、サプライヤー様
が本基準を確認および理解することを
求めます。監査は、既存の問題および問

題の可能性を特定し、改善を行うためのものです。
サプライヤー様には、監査中、率直で包み隠さない
態度を取ることが求められます。

•	 準備する：サプライヤー様は、自社の生産施設と
運営を評価し、Amazonの本基準に満たない現在
の労働条件を特定する必要があります。 

•	 サポートを受ける：サプライヤー様は、外部のリソ
ースを利用したり、自己評価を実施したりできるほ
か、業界イニシアチブと連携することもできます。

認められる監査
業界団体監査
業界団体監査は、第三者のソーシャルコンプライアンス
イニシアチブおよびマルチステークホルダープログラム
です。これは、多数の業界のブランドによって広く認めら
れています。

Amazonでは、現在、以下の業界団体による監査を認
めています。

•	 amfori BSCI
•	 Better Work（BW）
•	 責任ある企業同盟（RBA） （AmazonはRBAのVAP

監査のみを認めており、RBAのSVAP監査は認めて
いません）

•	 Sedex Members Ethical Trade Audit（SMETA）
•	 SA8000 Standard
•	 Social and Labor Convergence Program（SLCP）

Amazonが監査を要求した場合、Amazonでは、何らか
の生産施設の認証、法令遵守のしるし、自己評価、部分
的な報告書、格付けを、生産施設の全面的な監査に代

https://academy.amfori.org/login/index.php
https://betterwork.org/our-work/factory-services/
https://www.rba-online.org/portal/sign-on.jsp
https://sedexadvance.sedexonline.com/sso/index.html?service=https%3A%2F%2Fsedexadvance.sedexonline.com%2Fdash%2Fj_spring_cas_security_check#/
https://sa-intl.org/resources/apply-for-sa8000-accreditation/
https://slconvergence.org/
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えることを認めません。

サプライヤー様が承認された業界団体によって実施さ
れた監査結果を提出する場合、Amazonは、生産施設
が本基準を満たしている旨をその監査結果が証明して
いるかどうかを判断する権利を留保します。

Amazonは、監査報告書を審査し、監査結果がAmazon
の基準を満たしているかどうかをサプライヤー様に通
知します。満たしていなかった場合、サプライヤー様は、
指摘事項を解決したことを証明するフォローアップ監
査の結果を提出する必要があります。

監査を依頼する方法を含め、業界団体監査の詳細につ
いては、sr-support@amazon.comまでお問い合わせく
ださい。*

Amazonが管理する監査
Amazonが管理する監査は、認定された第三者監査機
関がAmazonに代わって実施します。Amazonは、経験
豊富で適格な監査人と密接に連携し、業界の知識およ
び地域固有の知識に基づいて労働条件を評価します。

Amazonは、監査を実施する前に、今後監査を実
施する旨をサプライヤー様に通知する場合がありま
す。Amazonは、事前通知の有無を問わず、事前周知監
査、実施期間通知監査、事前通知なしの監査を実施す
る権利を留保します。

サプライヤー様は、以下を行う権限を監査人に付与する
必要があります。

•	 事業許可の対象となるすべての建物（生産施設、
倉庫、管理オフィス、雇用主が提供する寮、食堂を
含むが、これらに限定されない）への立ち入り 

•	 該当する文書（雇用関連の記録など。契約労働者
または非正規労働者に関する文書を含む）の閲覧

•	 労働者および生産施設の管理者との面談

Amazonの監査は、生産施設の規模に応じて1営業日
以上かかる場合があります。監査に関わる生産施設の
担当者および人材斡旋業者の担当者は、監査中、対応
できる状態であることが求められます。監査の終了時に、
監査人は、サプライヤー様に対して、指摘事項の概要
を説明します。その際、直ちに是正する必要がある問題
もお伝えします。監査終了後、Amazonは、必要に応じ
て、是正行動計画を完成させる依頼をサプライヤー様
に送信します。 

建物、電気、火災、および構造に関する安全プログラム
（BEFS）

Amazonの建物、電気、火災、および構造（BEFS）に関
する安全プログラムは、構造、電気、および消防に関す
る問題を特定および是正することを目的とした、問題
に特化した評価です。この評価は、従来のソーシャルコ
ンプライアンス監査の範囲を超えて、Amazonのサプラ

イチェーン基準に記載されている安全に関する問題を
深く確認し、対象の向上のために改善領域を特定します。

BEFS評価は、バングラデシュに所在するすべての新た
な生産施設について必須の要件です。また、BEFS評価
は、パキスタンおよびカンボジアにある生産施設につ
いて、1年に1回実施することが義務付けられています。
この範囲は変更される場合があります。

BEFS評価は、Amazonによって開始されます。Amazon
がBEFS評価のためにサプライヤー様に連絡した場合、
サプライヤー様は、指定された第三者と協力して、評価
の予定を設定する必要があります。また、従来の監査と
同様、サプライヤー様は、評価の日に、第三者に協力す
るとともに、何事も包み隠さないようにする必要もあり
ます。評価が完了すると、Amazonは是正行動計画を発
行し、サプライヤー様は是正に関する最新の進捗状況
を定期的に提出する必要があります。 

予防措置
本基準を読み、理解することは、サプライヤー様がその
事業運営におけるリスクを緩和するために講じること
ができる最も重要なステップの1つです。リスク管理は、
問題を防ぎ、権利の保有者を保護する上で重要です。

ヒント
営業、キャパシティプランニング、原材料の調
達など、購入および生産の慣行は、労働者に

影響を及ぼす可能性があります。Amazonのサプライヤ
ー様は、独自のサプライヤーと連携する際に、次の事項
を考慮する必要があります。

•	 コスト計算、支払条件、および生産タイムラインは、
貴社のサプライヤー様が法的に要求される賃金を
支払い、過度な時間外労働を回避する能力に影響
を及ぼす可能性があります。また、これらの慣行に
より、非開示の下請業者の利用を防ぐこともできま
す。

•	 発注書に対するあらゆる変更は、過度な時間外労
働を生じさせることなく、生産マネージャーが適切
に計画できるように十分な通知をした上で行われ
る必要があります。

•	 貴社のサプライヤー様との連絡は、調整を可能
にし、持続可能なビジネス上の関係に資するように、
頻繁かつ適時に行われる必要があります。

ギャップ分析
生産施設の慣行がどの程度Amazonの本基準に準拠
しているのかをより良く理解するため、サプライヤー様は、
ギャップ分析を実施する必要があります。Amazonの本
基準を読んだ後、サプライヤー様は、関連する業績指
標を含め、自社の生産施設および運営の現状に関する
情報およびデータを収集する必要があります。Amazon

*Amazonの担当者が日本に所在する場合は、sr-support@amazon.co.jp宛てにEメールでお問い合わせください

mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.co.jp?subject=
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の要件に照らしてこのデータを分析することは、現状と
望ましいコンプライアンスレベルの間にどの程度の距
離があるのかを特定するのに役立ちます。その後、サプ
ライヤー様は、自社のリスクレベルに基づいて、特定さ
れたギャップに優先順位を付け、ギャップを減らしたり、
なくしたりするために、アクションプランを作成できます。

方針および内部統制
サプライヤー様は、Amazonの本基準の遵守に資するよ
う、方針および内部統制を確立する必要があります。書
面の方針および統制手順は、一貫したリスク防止およ
び継続的改善を実現するための基礎となります。本セ
クションには、方針および統制の例が記載されていま
す。これらは例であり、すべてを網羅しているではありま
せん。

方針および統制の例
•	 文書の保持：国際的な標準と現地の法令および

規則のうち、より厳格な方に合わせて、労働者の個
人的な書類についての、あらゆる態様の保持を禁
止する方針。この方針は、すべての労働者に適用さ
れる必要があり、該当の方針の遵守をモニタリング
するために、関連ビジネスパートナーのデューディ
リジェンスを遂行するコミットメントを含む必要が
あります。

•	 倫理的行為：倫理的な行動を促進および強制する
一連の方針。これには、贈答品が適切であるかどう
かを判断するための贈答品および接待に関する方
針、内部通報に関する方針（報復禁止に関する方
針を含む）、倫理的な行動を推進する人事に関する
方針（バックグラウンドチェックを利用した、管理職
の応募者のスクリーニングなど）が含まれます。

•	 賃金および手当：すべての労働者（場合によって、
直接雇用、派遣、移住、契約、非正規、出来高払い
などの労働者）に適用される現地の労働関連法令
に整合する方針。そのような法令が存在しない場合、
サプライヤー様は、有休休暇など、労働者の福利厚
生を規定する方針を設けることが推奨されます。

•	 衛生と安全：有害または致命的な危険を防ぐ管理
措置には、生産施設に十分な火災防止および消火
設備が備わっており、これらが定期的に検査、試験、
および保守されているようにすることについての明
確な責任を特定の個人に割り当てることが含まれ
ますが、これに限られません。サプライヤー様は、緊
急対応訓練を含め、衛生と安全に関するリスクを
防ぎ、緩和し、これらに対応するための研修を労働
者に提供する必要があります。

•	 労働時間：サプライヤー様は、生産および/または
人員配置に関する包括的な計画についての明確な
責任および説明責任を個人に割り当て、寄与要因
が確実に管理されるようにすることによって、労働
時間を管理する必要があります。たとえば、会社の
上限を超える時間については上級経営陣の正式な

承認を必要とする、時間外勤務の承認に関する仕
組みを確立することが考えられます。

•	 公平な待遇：サプライヤー様が公平な待遇および
従業員の尊重の促進に積極的に取り組むための
方針。この方針には、暴力または他のいかなる態様
の嫌がらせ、虐待、もしくは強制も許容されない旨
が記載されている必要があります。この方針は、秘
密が守られた状態で苦情および調査手続きを従業
員が利用できることを保証し、報告されたインシデ
ントを是正するための徹底的な対応をサプライヤー
様が積極的に講じるようにするものである必要が
あります。

•	 責任ある人材募集：この方針は、詳細かつ正確な
雇用条件をすべての労働者に提供することにサプ
ライヤー様が積極的に取り組むようにするとともに、
サプライヤー様が人材募集にかかるすべての費用
を支払い、かつ、労働者が費用を支払った場合は、
それらの費用を労働者に返金する旨を定めるもの
である必要があります。

•	 強制労働の防止：あらゆる形態の束縛、奉公、監
禁、または強制による労働（奴隷、児童労働、およ
び人身取引を含む）を禁じる方針。サプライヤー様
は、倫理的な第三者である人材派遣会社および人
材斡旋会社、生活環境の提供業者、または他の業
務委託先に対する効果的なスクリーニング、および
これらの者との契約のための手順および管理体制
を確立することによって、強制労働の問題が発生し
ないようにするための措置を講じることができます。

•	 差別の禁止：差別を明確に定義し、差別的な慣行
を許容しない旨が明記されている方針。この方針
には、採用、雇用、または解雇の手順を実施する際
に、労働者を差別してはならない旨が明記されて
いる必要があります。また、この方針は、差別的な
行為または行動を報告した労働者が処罰または
報復を受けることはない旨を宣明するものである
必要もあります。

これらの方針および他の方針の詳細について
は、sr-support@amazon.comまでお問い合わせくだ
さい。*

是正
是正プロセスの主な手順
監査、苦情処理制度、メディア報道などによって問題
が明らかとなった場合の是正プロセスは、その問題の
性質および範囲に基づいて異なります。あらゆる是正
行動計画では、迅速に行動し、危険を除去するととも
に、労働者の最善の利益のために対応して、将来的に
類似の問題が起こらないように積極的に取り組む必
要があります。

是正プロセス中、サプライヤー様には次が求められます。

*Amazonの担当者が日本に所在する場合は、sr-support@amazon.co.jp宛てにEメールでお問い合わせください

mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.co.jp?subject=
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1. 迅速な行動
特定の状況において、Amazonは、新規生産、購入、また
は人員配置の発注を一時停止し、直ちに対応する必要
があることをサプライヤー様に通知します。サプライヤ
ー様は、Amazonが要求する期間内に違反を是正する
責任を負っています。

2. 問題の特定
特定された問題に基づいて、Amazonは、Amazonのサ
プライチェーン基準についての是正に関するガイダンス
をサプライヤー様に提供します。これには、コンプライア
ンス違反を是正するための手順が含まれます。

3. 労働者の視点による是正の優先順位付け
調査中、Amazonは、労働者からのフィードバックに優
先順位を付け、サプライヤー様と直接連携して問題を
調査し、共同で根本原因を調査して、共同で是正行動
計画（CAP）を策定します。 

4. 適切かつ完全な対応を案出する
Amazonは、サプライヤー様と連携して、是正行動計画
の手順が一貫して実行されるようにするとともに、確
実な進捗がなされるよう定期的なチェックを実施しま
す。Amazonは、問題の再発を防止するために、マネジ
メントシステムベースの調査がサプライヤー様の是正
行動計画に含まれていることを求めます。

Amazonの主要な是正原則：労働者は、あら
ゆる是正の取り組みの中心に置かれている必
要があります。Amazonは、影響を受ける労働

者の安全および利益を最優先します。 

是正行動計画
是正行動計画（CAP）は、監査中に検出された問題をサ
プライヤー様が理解し、その問題に対処するための計
画を策定するのに役立つ手段です。CAPは、サプライヤ
ー様が自社のマネジメントシステムおよび下流のサプ
ライチェーンを継続的に改善するのに役立ちます。

Amazonは、監査結果を受領および分析した後、監査で
特定された問題の概要を提供します。サプライヤー様は、
結果を確認し、高リスクの問題に対処するために直ち
に実行すべき措置を詳述するCAPの策定、および問題
の再発を防止するための長期計画を策定することが求
められます。CAPに記載されている措置を講じない場合、
サプライヤー様は、生産の継続や、Amazonに対するサ
ービスや労働の提供ができなくなることがあります。

CAPには、次の項目が含まれます。

•	 コンプライアンス違反の原因となった問題の根本
原因に関する説明

•	 直ちに講じる必要がある是正措置
•	 今後、同様の問題の再発を防止するための長期的

な予防措置
•	 是正措置を講じる責任を割り当てられ、進捗につ

いて説明責任を負う担当者
•	 直ちに講じる必要がある措置と長期的な措置の

完了期限日

サプライヤー様は、最終版の是正計画書を受領してから
20営業日以内に、CAPを完了し、sr-support@amazon.
com*宛てに返送する必要があります。CAPの例は付録
8に含まれています。

Amazonは、是正の進捗を厳密に追跡し、必要に応じ
てフォローアップ評価を実施します。次の評価を実施す
るまでの間、Amazonのチームは、サプライヤー様と直
接やり取りし、未解決の問題および是正の進捗につい
て話し合います。Amazonは、自社のサプライチェーンを
サポートするため、主な調達国に拠点を置くサプライヤ
ー様およびサービス提供業者と直接やり取りする専任
チームを設けています。

Amazonは、問題によっては有効に是正されるまでに
時間がかかる可能性があることを理解しています。重
大な問題については、問題に基づいて定められた期
間内に是正できるよう、サプライヤー様は有意義な
進捗をAmazonに示すことを求められます。この期間
中、Amazonは、事前通知の有無を問わず、オンサイト
の検証監査を実施したり、是正の取り組みを追跡調査
するために追加の文書の提出を求めたりする権利を留
保します。

Amazonは、継続的改善をサポートするためにオンサイ
トまたはリモートでの研修を提供します。また、サプライ
ヤー様は、業界団体による指導など、外部の研修プロ
グラムに参加し、強制労働を認識して防止する方法、賃
金および労働時間に関する要件を遵守する方法、なら
びにマネジメントシステムを導入する方法を理解する
ことが推奨されています。

労働者にCAPプロセスに参加してもらう：
•	 労働者の視点から、問題の根本原因およ

び考えられる解決策を特定してもらいます。
•	 持続可能な変更を特定したり、問題の再発を防止

したりするのに役立つよう、労働者からのフィードバ
ックをCAPに記載します。

Amazonがサプライヤー様との関係の終了を検討する
場合
Amazonは、サプライチェーンの問題をいつでも調査す
る権利を留保します。Amazonの本基準に対する違反
が繰り返されることは、サプライヤー様が持続可能な
改善を行っていないことを示唆する事実となります。 

Amazonは、労働者の条件を改善するために、契約
関係を終了するのではなく、問題を是正するための
あらゆる取り組みをサプライヤー様と協力して行いま

*Amazonの担当者が日本に所在する場合は、sr-support@amazon.co.jp宛てにEメールでお問い合わせください

mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.co.jp?subject=
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す。Amazonは、サプライヤー様およびサプライヤー様
の労働者をサポートするために、必要に応じて専門家
によるサポートやリソースを提供します。

 是正中、Amazonは、次のことを行うことができます。

•	 調査中、およびサプライヤー様が是正行動計画に
同意するまで、新規生産、購入、または調達を一時
停止する。

•	 行動計画の中間目標が達成されている場合に限
り、是正中であっても、生産、購入、または調達を暫
定的に再開する。

•	 中間目標の達成に遅れが生じている間は、生産、
購入、または調達を一時停止する。

•	 サプライヤー様が是正を拒んだ場合、または有意
義な進捗が見られない場合、生産施設との関係を
終了する。

関係の終了は、次の場合に検討されます。

•	 サプライヤー様が調査に協力することや是正に取
り組むことを拒んだ場合

•	 サプライヤー様が是正行動計画を進めない場合
•	 サプライヤー様が行動または慣行を変更すること

を拒んだ場合

[吹き出しボックス]

Amazonの本基準の遵守に関して懸念がある場合
は、sr-support@amazon.com*までEメールでご連絡く
ださい。

サプライチェーンの管理
Amazonは、サプライチェーンが複雑であり、かつ、モニ
タリングが困難であることを理解しています。Amazon
は、サプライヤー様がリスクを特定して対処するために、
自社独自のサプライチェーンを定期的にモニタリングす
ることを求めます。

サプライヤー様の関係
Amazonは、サプライヤー様が、生産またはAmazonに
サービスもしくは労働の提供を開始する前に、下請業
者または人材斡旋会社の利用を含め、すべての関係を
開示することを求めます。

サプライヤー様は、生産または関連する工程
を、Amazonが契約を締結している事業者以外の者に
委託する場合、自社独自のサプライチェーン内の関係を
開示する必要があります。サプライヤー様は、Amazon
のために製品、サービス、または労働を直接的または
間接的に提供する下層サプライヤーまたは下請業者
も、Amazonの本基準を遵守していることを確認する
必要があります。

Amazonは、構成部品または原材料を生産する生産
施設、生産工程（サイト外でのアイロンがけ、洗濯、刺繍、
組み立て、ベルトコンベア、IT設備など）に寄与する施
設を含め、Amazonの製品の生産に関係する生産施設
を監査する権利を留保します。Amazonの担当者、また
はAmazonに代わって評価を実施する監査人は、下層
サプライヤーおよび下請業者による確実な遵守を実現
するためのサプライヤー様のシステムを検証するため、
関連文書の閲覧を要求できるものとします。

苦情処理制度
苦情処理制度は、さまざまな関係者（労働者、コミュニ
ティのメンバー、お客様）またはその代理人（市民社会
組織、労働組合の担当者など）が、事業活動の結果とし
て被っている好ましくない影響についての苦情を申し立
てたり、解決を求めたりすることを可能にするプロセス
です。ホットラインやメールアドレスのようにシンプルな
ものにすることもできますが、ウェブベースのツール、問
い合わせを受け付けるコミュニティセンター、第三者サ
ービスのような複雑なプロセスも考えられます。仕組み
は、アクセスしやすく、高い透明性および予測可能性を
もって、正当な根拠がある苦情の是正につながる態様
で、さまざまな関係者が苦情を申し立て、その処理を依
頼できるように構築されている必要があります。

仕組みを設けることについてのサポートを受けることを
含め、苦情処理制度に関する質問については、sr-sup-
port@amazon.com*までお問い合わせください

透明性
Amazonは、サプライヤー様が事業の運営方法および
労働者の処遇について、正直かつ率直に話すことを求
めます。

Amazonは、正直ではないサプライヤー様とは取引をし
ません。Amazonは、サプライヤー様が特定の要件また
は業界団体の基準を満たす際に課題に直面する可能
性があることを理解しています。Amazonの最終目標は、
たとえ時間がかかっても、真摯に取り組むサプライヤー
様が職場を改善し、労働者をよりよい形で守ることが
できるように支援することです。Amazonは、Amazonの
基準の遵守を長期的に維持するために、相互に合意し
た行動計画が策定できるようサプライヤー様をサポー
トします。 

Amazonの透明性に関する基準では、サプライヤー様
は、生産施設の労働条件に関する正確な書類を提供す
ることが義務付けられています。例については、付録7を
参照してください。

監査中、サプライヤー様は、次の行為を行う権限を監査
人に付与する必要があります。

•	 事業許可の対象となるすべての建物（管理オフィス、

*Amazonの担当者が日本に所在する場合は、sr-support@amazon.co.jp宛てにEメールでお問い合わせください

mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.co.jp?subject=
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従業員の記録、生産施設、倉庫、寮、食堂、生活空
間を含むが、これらに限定されない）への立ち入り

•	 該当する文書（契約労働者または非正規労働者に
関する文書を含む）の閲覧

•	 労働者および生産施設の管理者との面談

監査人に十分な権限を付与しない場合、監査結果では
問題があるものとして報告される場合があります。秘密
保持契約などの条件を理由として、公開できないエリア
や提供することができない労働者のグループの記録が
ある場合、サプライヤー様は、監査の前にAmazonに通
知する必要があります。

透明性の要件：
•	 違法行為、詐欺行為、非倫理的行為（賄賂など）に

関与しない
•	 労働条件に関する正確な文書を提供する
•	 人材派遣業者または人材斡旋会社を含め、関係を

開示する
•	 監査人がすべての建物への立ち入り、該当する文

書の閲覧、労働者や生産施設の管理者との面談を
行えるようにする

環境
Amazonは、サプライヤー様が法的義務および遵守義
務を上回る目標を設定し、持続可能な環境に関する慣
行を事業運営に組み込むべく、前進を図っていることを
示すことを推奨します。

サプライヤー様は、次のようなシステムを生産施設に導
入することで、環境への好ましくない影響を最小限に抑
えることができます。

•	 水の消費量を把握し、最小限に抑える
•	 温室効果ガスの排出量を削減する
•	 エネルギー効率を改善する
•	 廃棄物を最小限に抑える
•	 影響を追跡および文書化し、報告書を作成する

サプライヤー様の多様性
サプライヤー様の多様性およびインクルージョン（SDI）
を推し進めることは、Amazonのビジネスにとって好ま
しいことであり、Amazonのお客様の期待事項に沿うも
のであり、社会全体のために実施するのが望ましいこと
であるため、Amazonにとって重要です。Amazonのサプ
ライヤー様の多様性プログラムは、サプライチェーンの
イノベーションを推進し、より幅広い製品およびサービ
スをお客様に提供することを目標として、調達の機会
を多用なビジネスに広げるという、Amazonの熱意を
その理念としています。

Amazonは、サプライヤー様が独自のサプライチェーン
を確認し、多様性、公平性、およびインクルージョンを
促進するための方針および措置を確立することを推奨
します。

付録
付録1：用語集
Amazonが管理する監査：Amazonに代わって、第三者
監査機関が実施するサプライヤー様の生産施設の監査。

事前周知監査：監査に関する通知が生産施設および
関係者に送付され、監査人が生産施設に連絡して、生
産施設の連絡先情報および監査実施日を確認します。

監査の指摘事項：Amazonのサプライヤー様、サービス
提供業者、または下請業者の生産施設で見つかった
問題。監査の指摘事項は、正式または非公式の評価手
法（生産施設への訪問、監査、アンケート調査など）を
通じて特定される場合があります。 

是正行動計画（CAP）：監査で特定された、是正が必要
な問題の概要。サプライヤー様は、CAPを確認し、ステッ
プを実行して直ちに解決する必要がある問題に対応し、
問題の再発を防止するための長期的な計画を策定す
る必要があります。

生産施設：Amazonブランドの製品、またはAmazonの
仕様に合わせて設計された製品が調達または生産さ
れる場所（加工、仕上げ、組み立て、流通、納品を含むが、
これらに限定されない）。

業界団体監査：承認された第三者ソーシャルコンプライ
アンス団体またはマルチステークホルダーイニシアチブ
によって実施される監査。

法令：サプライヤー様または生産施設に適用される法
令、規制、または規則。これには、条例、国の法令、国の
規制および規則、ならびに条約が含まれます。 

資格要件：サプライヤー様および生産施設がAmazon
の適格なサプライヤー様として満たす必要があ
る、Amazonのサプライチェーン基準の最低限の遵守レ
ベル。

是正：Amazonのサプライチェーン基準に対する違反が
是正されており、問題の再発を防止するための措置が
講じられたことを実証すること。是正は、Amazonによっ
て決定された承認済みの検証方法を通じて実証される
必要があります。

実施期間通知監査：監査に関する通知が生産施設お
よび関係者に送付されます。監査人は、連絡先情報を
確認して、監査を実施する1週間または2週間の期間に
ついて合意するために、生産施設に連絡します。監査人
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は、正確な監査実施日を通知しません。

下請業者：ある契約の義務の一部または全部を履行す
るために、別の契約を締結する個人または事業体。

サプライヤー様：Amazonに提供される商品、サービス、
または労働を、生産、製造、組み立て、または提供する
事業者。

サプライチェーン基準：Amazonのサプライチェーン基
準（以下「本基準」といいます）。Amazonのサプライチェ
ーンのサプライヤー様およびAmazonの事業運営をサポ
ートするサプライヤー様に求められる要件および期待事
項が規定されています。

事前通知なしの監査：生産施設には事前の通知が送付
されません。監査が今後実施されることを伝えるために
監査人が生産施設に連絡する可能性がありますが、具
体的な日付は通知しません。

労働者：サプライヤー様またはサービス提供業者によ
って、常勤、パートタイム、非正規雇用、または契約に基
づいて雇用される、生産施設における主な権利保有者。

付録2：よくある質問
Amazonとの取引にあたって、事前に監査の合
格が必要かどうかを判断するにはどうすればよ
いですか?

貴社が監査に合格する必要がある場合、Amazonから
ご連絡します。Amazonは、サプライヤー様、ならびにサ
プライヤー様自身のサプライヤーおよび下請業者のす
べてが、Amazonのサプライチェーン基準を遵守するこ
とを求めます。

業 界 団 体 監 査 の 結 果 を 提 出 し た 場
合、Amazonの基準を遵守していることになり
ますか?

業界団体監査の結果を提出しても、監査の対象となっ
た生産施設がAmazonの社会的責任基準を満たして
いることにはなりません。Amazonは、報告書を精査し
て、遵守しているかどうかを確認します。業界団体監査
の結果がAmazonの基準を満たしていない場合は、担
当のAmazonのビジネスパートナーからご連絡いたし
ます。その場合、業界団体監査をもう一度受けるか、ま
たはAmazonが管理する監査を受けて、指摘事項が解
決されていることを確認することが求められます。

業 界 団 体 監 査 の結 果 が 承 認された場 合で
も、Amazonが管理する監査を受ける必要があ
りますか?

Amazonが管理する監査を実施しなくても、Amazonの
要件を満たしている業界団体監査は認められます。た
だし、Amazonは、いつでも評価を実施する権利を有し
ています。

監査プロセスにはどの程度の時間がかかりま
すか?
監査にかかる時間は、評価対象の生産施設の

規模および面談の対象となる労働者の数によって異な
ります。監査には少なくとも1営業日かかります。

詳細情報はどこで確認できますか?
最近の監査や今後の監査についてご不明な点

がございましたら、Amazonのビジネスパートナーまで
ご連絡ください。 

IAA/AMAの費用は誰が負担しますか?
サプライヤー様は、SLCPの最初の監査およびメ

ンテナンス監査を含め、すべての業界団体監査（IAA）の
費用を支払う必要があります。唯一の例外はSLCP検
証監査であり、この費用はAmazonが支払います。ま
た、Amazonが管理する監査の費用もAmazonが負担
します。

AmazonのSocial Responsibilityチームに問い合わせ
るには、sr-support@amazon.com*宛てにEメールを
お送りください。

付録3：各国固有の調達要件
Amazonは、次の国について、追加の調達要件を定
めています。これらの国に所在するサプライヤー様
は、Amazonのビジネスパートナーに問い合わせて、詳
細を確認する必要があります。

•	 アフガニスタン
•	 アルジェリア
•	 アンゴラ
•	 バングラデシュ*
•	 ブルンジ
•	 カメルーン
•	 中央アフリカ共和国
•	 カンボジア*
•	 チャド
•	 コモロ
•	 コンゴ
•	 ジブチ
•	 コンゴ民主共和国
•	 エジプト
•	 赤道ギニア
•	 エリトリア
•	 エチオピア*
•	 ガボン
•	 ギニア

* 対象の生産施設ではBetter WorkおよびBEFへの参加が必須です。

mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
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•	 ギニアビサウ
•	 ハイチ*
•	 イラク
•	 レバノン
•	 リベリア
•	 リビア
•	 マダガスカル
•	 マリ
•	 モーリタニア
•	 モザンビーク
•	 ミャンマー
•	 ニジェール
•	 ナイジェリア
•	 パキスタン
•	 ソマリア
•	 南スーダン
•	 タジキスタン
•	 トーゴ
•	 トルクメニスタン
•	 ジンバブエ 
•	 ウズベキスタン
•	 ベネズエラ
•	 イエメン

付録4：業界イニシアチブとマ
ルチステークホルダーイニシ
アチブ
サプライヤー様がAmazonの基準を満たし、さらにこれ
を上回ることができるように、Amazonは、業界団体イニ
シアチブやマルチステークホルダーイニシアチブによっ
て提供されている次のリソース、プログラム、ツールを推
奨しています。以下の情報は変更されることがあります。

amforiBSCI
amforiはオープンで持続可能な取引を目指して設立
された経済団体で、40を超える国々の2,300社超の小
売業者、輸入業者、ブランド、企業が参加しています。

•	 主なウェブサイト：amfori.org
•	 サプライヤー様向けポータル：amfori.org /en/

solutions/tools/amfori-sustainability-platform
•	 eラーニングポータル：amfori.org/en/solutions/

tools/amfori-academy

推奨される研修
amfori Academyは、ワークショップやeラーニングなど、
さまざまな研修を提供しています。Amazonは、次を推
奨しています。

•	 Getting Started with amfori BSCI
•	 Introduction to Social Management Systems
•	 Occupational Health and Safety
•	 Drafting a Remediation Plan
•	 Fair Remuneration and Decent Working Hours

リスク評価ツール
•	 amfori BSCIプラットフォーム：サプライチェーンの

概要が提供されるため、作業の重複を減らしたり、
コストを削減したりできるほか、改善すべき点を特
定するのに役立ちます。

•	 Auditing Integrity Program：監査法人がamfori 
BSCIの活動に取り組む際の包括的で独立した受
け入れプロセスです。

•	 Country Due Diligenceツール：会員が自身のサプ
ライチェーンを理解し、潜在的なリスクを管理でき
るように支援します。

Better Work
バングラデシュ、カンボジア、エチオピア、ハイチに拠点
を置く、すべての対象のサプライヤー様は、Better Work 
Programに登録する必要があります。また、Amazon
は、Better Workが活動している国に拠点を置くすべて
のサプライヤー様にも参加を推奨しています（バングラ
デシュ、カンボジア、エチオピア、ハイチ、インドネシア、ヨ
ルダン、ニカラグア、ベトナム）。

•	 主なウェブサイト：betterwork.org
•	 サプライヤー様向けポータル：portal.betterwork.

org
•	 eラーニングポータル：betterwork.org/training/

推奨される研修
Better Workは、コミュニケーション、交渉および管理
スキル、労使関係、労働安全衛生、ハラスメント防止な
どの分野に関する研修コースを提供しています。研修
は、参加者が実際の問題を実践的な態様で解決できる
ようにすることに重点を置いています。  

工場向けサービスパック
Better Workは、バングラデシュ、カンボジア、ハイチ、ヨ
ルダン、インドネシア、ニカラグア、ベトナムで工場向けサ
ービスパックを提供しています。

Better Workに登録している工場は、評価、アドバイザリ
サービス、業界セミナー、研修を含む学習プロセスを経
ることになります。

http://amfori.org
http://amfori.org/en/solutions/tools/amfori-sustainability-platform
http://amfori.org/en/solutions/tools/amfori-sustainability-platform
http://amfori.org/en/solutions/tools/amfori-academy
http://amfori.org/en/solutions/tools/amfori-academy
http://betterwork.org
http://portal.betterwork.org
http://portal.betterwork.org
http://betterwork.org/training/


12Amazonサプライチェーン基準マニュアル

責任ある企業同盟
RBA（旧称：Electronic Industry Citizenship Coalition）
は、電子機器、小売、自動車、および玩具の小売業者お
よびサプライヤー様で構成される非営利団体であり、各
社は労働条件および環境条件の改善に向けて協力して
います。

•	 主なウェブサイト：responsiblebusiness.org
•	 サプライヤー様向けポータル：rba-online.org
•	 eラーニングポータル：academy.responsible-

business.org

推奨される研修
RBAの会員は、RBAのさまざまな研修および評価ツー
ルを利用できます。Amazonでは、次から開始すること
を推奨しています。

•	 RBA Code of Conduct
•	 Assessments and Remediation 1:Factory As-

sessments
•	 Assessments and Remediation 2:Transparency 

and Ethics
•	 Assessments and Remediation 3:是正行動計画

リスク評価ツール
•	 研修イベント：RBAは、世界規模のイベントおよび

対面式の研修を主催しています。会員は、イベント
に関するニュースをサブスクライブできます。 

•	 Responsible Factory Initiative：サプライチェーン
の評価および開発を検討しているあらゆるレベル
の成熟度の企業向けに、RBAの工場レベルのツー
ルおよびプログラムの統一アーキテクチャを提供し
ます。

Sedex
Amazonは、ソーシャルコンプライアンス監査人協会の
完全な会員である機関により実施されたSedexの監査
結果のみを認めています。承認されている機関の最新
のリストはオンラインで確認できます。

Sedexは世界規模の会員組織であり、サプライヤー様
がサプライチェーン内のリスクをマッピングおよび管理
するのをサポートするために、ツール、サービス、ガイダ
ンス、および研修を提供しています。Sedexは、180を超
える国々において、35の業界から55,000超の会員を擁
しています。

•	 主なウェブサイト：sedex.com 
•	 サプライヤー様向けポータル：sedex.com/be-

come-a-member/supplier-membership/
•	 eラーニングポータル：sedex.com/training/

推奨される研修
•	 Introduction to SMETA

•	 Training for buyers
•	 Training for suppliers
•	 Training for auditors

リスク評価ツール
•	 SMETA Audit：監査人が質の高い監査を実施でき

るように設計された監査手法です。
•	 Sedex Advance：バイヤー、サプライヤー様、監査

人向けの最大規模の倫理データ共同プラットフォー
ムの1つです。

•	 Sedexに参加しているサプライヤー様は会員専用
ツールも利用できます。

Social and Labor Convergence Pro-
gram（SLCP）
SLCPは、サプライチェーンにおける監査疲労の問題
に取り組むために確立されたマルチステークホルダー
イニシアチブであり、アパレルおよび靴のセクターを最
初の重点領域に設定しています。SLCPのConverged 
Assessment Framework（CAF）は、社会的責任に関す
るすべての独自の監査プログラムを単一の評価に置き
換え、社会的責任および労働関連データを収集および
検証するために設計されています。

•	 サプライヤー様向けポータル：slconvergence.org
•	 サプライヤー様向けガイダンス：slconvergence.

org/tool
•	 コストに関する情報： 

•	 SLCPの参加に伴って、どのようなコストがかか
りますか?

•	 SLCP評価に関連して、どのようなコストがかか
りますか?

•	 監査結果の共有：
•	 SLCP Gatewayからのレポートのリンクを

sr-support@amazon.comに送信します。
•	 レポートの共有に関する追加情報

Social Accountability International 
SA8000
Social Accountability International（SAI）は、労働に
おける人権の保護を推進する世界的な非政府組織で
す。SAIは、SA8000基準のオーナーであり、社会的責任
および人権に関する新しい問題や出現しつつある問題
に対応するために定期的に更新しています。SAIは基準
の運用に関するガイダンスを提供し、プログラムの監査
手法を決定する一方で、SA8000のすべての監査は、SAI
の独立管理部門であるSocial Accountability Accredi-
tation Services（SAAS）から認定を受けている認証機関

（適格な監査機関）によって実施されます。 

•	 ウェブサイト：sa-intl.org 
•	 サプライヤー様向けガイダンス：sa-intl.org/re-

http://responsiblebusiness.org
http://rba-online.org
http://academy.responsiblebusiness.org
http://academy.responsiblebusiness.org
http://sedex.com 
http://sedex.com/become-a-member/supplier-membership/
http://sedex.com/become-a-member/supplier-membership/
http://sedex.com/training/
http://slconvergence.org
http://slconvergence.org/tool
http://slconvergence.org/tool
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
http://sa-intl.org 
http://sa-intl.org/resources/sa8000-getting-started/
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sources/sa8000-getting-started/
•	 コストに関する情報：sa-intl.org /resources/

sa8000-certification-costs/
•	 監査結果の共有：

•	 次の情報を含めて、sr-support@amazon.
com*宛てにEメールを送信します。

	ο Stage 2監査結果
	ο 最新のサーベイランス監査（6か月ごとに実
施）

	ο 有効な認証書（3年間有効）

付録5：監査のアジェンダの例
この監査のアジェンダの例は、参考の目的でのみ提供
されています。監査の各段階の機関は、生産施設によっ
て異なる場合があります。

1. オープニングミーティング：監査プロセスについて
話し合い、サプライヤー様への対応事項および監査員
に関する文書の内容を確認します。- 30分

2. 現場確認：生産施設のツアー（すべての生産エリア、
倉庫、食堂、寮）。監査人はこのツアー中に写真を撮り
ます。- 1～2時間

3. 管理職および労働者との面談：プライバシーを確保
した状態での、直接雇用労働者および間接雇用労働者
を含む労働者との面談（通常は10～25人、または監査
人の裁量で決定した人数）。2～4時間

4. 文書記録確認：このときに確認する記録および/また
は文書のリストが、監査に先立って監査人から提供され
ます。- 2～3時間

5. クロージングミーティング：監査人は、生産施設の管
理職とミーティングして暫定的な指摘事項を確認し、次
のステップについて話し合います。- 30分

付録6：監査の通知例

http://sa-intl.org/resources/sa8000-getting-started/
http://sa-intl.org/resources/sa8000-certification-costs/
http://sa-intl.org/resources/sa8000-certification-costs/
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
mailto:sr-support%40amazon.com?subject=
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付録7：監査文書のチェックリ
スト例
このリストは、サプライヤー様が監査に必要な記録およ
び文書を収集するのを支援することを目的としています。
すべての専有情報の秘密性が尊重されます。すべての
労働者（契約労働者および非正規労働者を含む）の文
書の原本は、監査中にいつでも提示できるようになって
いる必要があります。このリストは網羅的なものではな
く、監査人から追加の文書を求められる場合があります。

事業に関する文書
•	 事業/業界の許可や免許、登録証、許可証、および/

または証明書
•	 政府の検査報告書/許可（衛生、消防、構造上の安

全性、環境法令遵守など）
•	 特別な装置（クレーン、エレベーター、発電機、ボイ

ラー、圧力容器、フォークリフトなど）の登録と検査
証明書およびオペレーターの証明書をまとめたリ
スト

•	 ベンダーや下請業者との契約（食堂、警備、生産施
設など）に関するその他の文書（該当する場合）

生産施設の方針と手順
•	 生産施設の規則/従業員ハンドブック
•	 雇用/採用、児童労働、賃金および労働時間、懲罰、

福利厚生および手当、差別およびハラスメント、苦
情、結社の自由、安全衛生、環境、研修に関する方
針

従業員の文書
•	 従業員の個人ファイル（雇用の応募、労働契約書、

懲罰通知書、身分証明書の写し、労働許可、退職届
など）

•	 労働者登録および健康診断の記録（該当する場合）
•	 実習生/インターン/学生労働者の年齢を証する文

書（該当する場合）

給与支払いおよび出勤に関する文書
•	 政府の適用免除/時間外労働許可、過去12か月間
（繁忙期、閑散期、最近の期間を含む）の出来高払

い記録を含む、給与支払い記録および勤務時間に
関する記録（正規の時間と時間外）

•	 出来高払い記録と生産記録（日次生産報告書、製
品検査報告書など）

•	 法定休日のリスト
•	 過去2年間の有給休暇と臨時休暇の記録
•	 社会保険負担の記録
•	 従業員の福利厚生の記録（例：年次休暇、出産休

暇）

結社の自由
•	 適法な組織の契約書または他の文書（議事録な

ど）

衛生と安全
•	 職場の安全性と設備に関する許可/免許/試験報

告書
•	 設備の検査/保守点検の記録
•	 使用している化学物質および有害な工程のリスト
•	 安全データシート（SDS）
•	 必要な個人用保護具のリスト
•	 消火設備の試験、検査、および保守の記録
•	 避難訓練の記録、消防設備点検の報告書
•	 緊急時の行動手順（緊急時対応計画など）
•	 業務上の負傷および疾病の記録
•	 産業衛生モニタリングの記録（化学物質の曝露、

大気汚染物質、騒音、温度、照明、屋内の空気質な
ど）

•	 従業員の健康診断の記録（該当する場合）
•	 飲料水の分析/試験の記録
•	 食堂の許可および食品サービス担当者の健康に

関する記録（該当する場合）

環境
•	 環境影響評価、プロジェクト完了受入報告書と承

認
•	 年次モニタリングおよび報告の記録（該当する場

合）
•	 大気排出の許可およびモニタリングの記録
•	 廃水排出の許可およびモニタリングの記録
•	 有害廃棄物の処分および検査の記録
•	 汚染管理に関する会議体の承認/同意

付録8：是正行動計画の例
コンプライアンス違反の問題の根本原因を知り、理解す
ることは、直ちに問題を解決し、再発を防止するための
最適な是正措置を特定するのに役立ちます。監査結果
を確認し、CAPを作成する際には、次の項目について考
えてみてください。

•	 知識：問題の発生原因は意識の欠如または知識
の不足にあるか?

•	 割り当て：問題が発生したのは責任を明確に割り
当てていなかったからか? 

•	 ツール：問題が発生したのは適切な手順やツール
が利用できないからか? 

•	 研修：問題の発生原因は適切な研修が不足してい
ることにあるか? 
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•	 説明責任：問題の発生原因は説明責任の欠如に
あるか? 

•	 リソース：問題が発生したのは予算や場所などのリ
ソースが不十分であるからか?
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